
（
安
全
衛
生
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
）

（
安
全
衛
生
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２

液
体
化
学
薬
品
タ
ン
カ
ー
（
施
行
規
則
第
七
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
液
体
学
薬
品
タ
ン
カ
ー
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）又
は
液
化
ガ
ス
タ
ン
カ
ー
（
施
行
規
則
第
七
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
液
化
ガ
ス
タ
ン
カ
ー

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
船
舶
所
有
者
は
、
当
該
船
舶
の
船
員
に
、
貨
物
の
取
扱
方
法
、
保
護
具
の
使
用
方
法

並
び
に
貨
物
の
漏
え
い
、
流
出
及
び
火
災
そ
の
他
の
非
常
の
際
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

液
体
化
学
薬
品
タ
ン
カ
ー
（
船
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下
「
施
行
規

則
」
と
い
う
。）第
七
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
液
体
化
学
薬
品
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
液
化
ガ

ス
タ
ン
カ
ー
（
施
行
規
則
第
七
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
液
化
ガ
ス
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
船
舶

所
有
者
は
、
当
該
船
舶
の
船
員
に
、
貨
物
の
取
扱
方
法
、
保
護
具
の
使
用
方
法
並
び
に
貨
物
の
漏
え
い
、
流
出

及
び
火
災
そ
の
他
の
非
常
の
際
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
担
当
者
講
習
の
登
録
）

（
安
全
担
当
者
講
習
の
登
録
）

第
七
十
七
条

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
は
、
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申

請
に
よ
り
行
う
。

第
七
十
七
条

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
は
、
登
録
安
全
担
当
者
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り

行
う
。

２

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土

交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土

交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録

タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
事
務
」
と
い
う
。）を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
登
録
安
全
担
当
者
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
安
全
担
当

者
講
習
事
務
」
と
い
う
。）を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
開
始
す
る
日

三

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
登
録
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
開
始
す
る
日

３

（
略
）

３

（
略
）

（
登
録
の
要
件
等
）

（
登
録
の
要
件
等
）

第
七
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
つ
た
講
習
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適

合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
つ
た
講
習
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に

適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
人
で
あ
つ
て
、
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

三

法
人
で
あ
つ
て
、
登
録
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
が
あ
る
も
の

３

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
は
、
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
は
、
登
録
安
全
担
当
者
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る

も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
」
と

い
う
。）の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

登
録
安
全
担
当
者
講
習
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。）の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
が
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の

名
称
及
び
所
在
地

三

登
録
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
が
登
録
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四

登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
が
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
開
始
す
る
日

四

登
録
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
が
登
録
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
開
始
す
る
日

（
講
習
の
実
施
に
係
る
義
務
）

（
講
習
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
八
十
条

登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
七
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
要
件
及
び
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
条

登
録
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
七
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件

及
び
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
登
録
安
全
担
当
者
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
一
条

登
録
タ
ン
カ
ー
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
は
、
第
七
十
八
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
一
条

登
録
安
全
担
当
者
講
習
実
施
機
関
は
、
第
七
十
八
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）
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